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WHO の健康定義制定過程と健康概念の変遷について
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目的 世界保健機関（WHO）憲章の第 1 原理である健康定義について◯１その制定経緯，◯２戦後

の物質文明に対する反動から生じた健康定義改正論の経緯，◯３近年，特に WHO が健康に

影響を与えると指摘している要素を検証し，今後の健康定義の位置付けを考察する。

方法 主に WHO の公式文書より関係資料を引用し検証と考察を行った。

結果 終戦直後，WHO は健康への関心を一般普及させるために健康定義を制定した。そのため

健康定義は physical, mental, social の 3 要素を核とした平易で親しみやすい口語調の文章で

作成された。しかし，戦後の経済復興による物質文明の追求過程において spiritual dimen-
sion の欠落が指摘された。WHO 創立50周年を記念して行われた WHO 憲章見直しではイ

スラム圏担当の WHO 東地中海地方事務局が spiritual と dynamic を健康定義へ追加する提

案を行った。しかしこの提案は1999年の第52回世界保健総会（WHA52: 52th World Health
Assembly）で否決された。

近年，健康は持続可能な開発の中心概念に採用されている。また，たばこ規制枠組み条約

（FCTC）のような健康問題に関わる各論分野の画期的国際合意がなされ，健康に対する関

心は向上を続けている。WHO の指摘する健康危険因子は途上国の貧困問題など多くあり，

今後これらが健康定義の解釈に影響を与えることも予想される。

結論 健康定義改正案が否決されて以来，現在まで 5 年あまりの期間が経過している。このこと

は健康定義が従来的意味しか持たないという消極的あるいは保守的見解を示しているのでは

ない。むしろ spiritual, dynamic を健康定義に追加しようという議論に一定の決着をつけた

ことは，加盟国間で健康の解釈に思想や宗教，民族性による差が生じた場合や，時代変遷に

よって健康の解釈に差が生じた場合に，解釈の方向性を現行の WHO 健康定義へ集約させ

る原動力として効果的に働いたと解釈されるべきであろう。よって今後，WHO 健康定義の

軸である physical, mental, social の 3 要素はますますその重みと解釈の幅を持って弾力的に

普及拡大していくものと予想される。
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